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【要 約〕明治 9 (1876)年 1月に，大阪で発行された，オランダ医師エルメレンス (ChristianJaco b 



































また， r失有児倍苦」は WScorbutus，Scurvy 
(壊血病)~のことであり，これはビタミン C (L-ア
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リウム， Na) j]の， I剥篤亜斯Jは『ポタシウム(カ
リウム， K)j]の， I賓布帝里質斯」は『ジフテリア
(Diphtheria : Diphtheritis) j]の， I加保基」は『カ
ルキ(オランダ語， Kalk:石灰)j]の， I沃度」は















































































































り，それは， コロンブス (ChristopherColum bus ; 
1451-1506)が?新大陸(コロンビア)からヨーロッ
パへ持ち帰ったものと，長い間，信じられていた.
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ここで， I蓬砂」は『ホウ砂 (Borax，Sodi boras ; 
ホウ酸ナトリウム， Na2 B4 0 7 ・ 10H20)~ のことであ






ネシウム: MgO)~ の当て字である.また， I石灰水j
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サフラ γ阿片チンキ (Tincturaopi crocata)とも呼
ばれている.彼の業績は，①狸紅熱を独立疾患として
初めて記載し麻疹との観察鑑別点を解析した，②小






験をまとめて， W 0 bservationes medicae~ として，
著したことである.この著作は，その後，約2世紀に
わたって，標準的な医学の教科書として使用されたと
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ポクラテス (Hippocrates:医聖と呼ばれる古代ギリ た， i獣将(ジュウウ)Jは『動物の跨脱』を指し，こ
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